
　
京
都
の
名め

い

刹さ
つ

・
相

し
ょ
う

国こ
く

寺じ

は
、
14
世
紀
後
半
に
室
町
幕
府
３
代
将

軍
足
利
義
満
が
創
建
し
た
寺
院
で
す
。
金
閣
（
鹿ろ
く

苑お
ん

寺じ

）・
銀
閣

（
慈じ

照
し
ょ
う

寺じ

）
を
は
じ
め
、
全
国
に
１
０
０
寺
余
り
あ
る
臨り

ん

済ざ
い

宗
し
ゅ
う

相
国
寺
派
の
総
本
山
で
、
日
本
文
化
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
財

を
多
く
守
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
か
ら
、
本
展
覧
会
で
は
足
利
義
満
ゆ
か
り
の
墨ぼ
く

蹟せ
き

や

絵
画
、
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
の
陶
磁
器
と
茶
道
具
の
名
品
、
そ
し

て
雪せ
っ

舟し
ゅ
う・

長
谷
川
等と

う

伯は
く

・
伊
藤
若

じ
ゃ
く

冲ち
ゅ
うら

巨
匠
た
ち
の
名
画
な
ど
、

選
り
す
ぐ
り
の
名
宝
58
点
（
国
指
定
重
要
文
化
財
10
点
を
含
む
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　
わ
が
国
を
代
表
す
る
名
品
の
数
々
を
八
代
で
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
。
こ
の
機
会
に
、
日
本
文
化
が
誇

る
「
美
」
の
世
界
を
ホ
ン
モ
ノ
で
存
分
に
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

雪舟も !　等伯も !　若冲も !　日本文化の至宝が八代へ !　

竹ち
く

虎こ

図ず

（
部
分
） 

伊
藤
若
冲
筆  

江
戸
時
代  

鹿
苑
寺
所
蔵

重
要
文
化
財
　
毘
沙
門
天
図
　
雪
舟
筆
　
室
町
時
代
　
相
国
寺
所
蔵

八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
平
成
26
年
度
春
季
特
別
展
覧
会

重要文化財　赤
あか

楽
らく

茶碗　加賀  本
ほん

阿
あ

弥
み

光
こう

悦
えつ

作
江戸時代　相国寺所蔵

重要文化財　黄
き

瀬
せ

戸
と

大
だい

根
こん

文
もん

輪
りん

花
か

鉦
しょう

鉢
ばち

桃山時代　相国寺所蔵

▲

▲

重
要
文
化
財
　
竹ち
く

林り
ん

猿え
ん

猴こ
う

図ず

屏び
ょ
う

風ぶ

　
長
谷
川
等
伯
筆
　
桃
山
時
代
　
相
国
寺
所
蔵

▲

八
代
市
立
博
物
館 

未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

観
覧
料  

一
般
６
０
０
円（
４
８
０
円
） 

高
大
生
４
０
０
円（
３
２
０
円
）  

　
中
学
生
以
下
無
料
　
※
（
　
）
内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

　
※
５
月
５
日
（
月
・
祝
日
）
は
無
料
開
放
日

開
館
時
間
　
９
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
４
／
28
㈪
、
５
／
７
㈬
・
12
㈪
・
19
㈪
・
26
㈪

主
　
　
催
　
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
八
代
市

特
別
協
力
　
相
国
寺
承じ
ょ
う
天て

ん
閣か

く
美
術
館

問
合
せ
　
博
物
館 

☎
34
５
５
５
５

４
月

25
日
㈮

～

６
月

１
日
㈰

会　期  《展覧会講座》 

京都相国寺の歴史と名品

展覧会鑑賞のツボ

　と　き：4 月 26 日㈯
　　　　　14:00 ～ 15:30　

　ところ：博物館 講義室

　講　師 : 鳥津亮二（当館学芸係長）

　
　

※聴講無料

京
都
相
国
寺
と
金
閣
・
銀
閣
の
名
宝
展
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